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　 　 【 請 求 項 １ 】
　
　

　

　
　

　 　 【 請 求 項 ２ 】
　

　 　 【 請 求 項 ３ 】
　

　 　 【 請 求 項 ４ 】
　

エ ラ ス ト マ ー 性 の 抵 抗 性 ゴ ム 材 料 を 含 む 抵 抗 性 部 材 と 、
第 １ の 接 触 面 積 に わ た り 第 １ の 接 触 位 置 で 前 記 抵 抗 性 部 材 と 電 気 的 に 結 合 す る よ う に 構

成 さ れ た 第 １ の 導 体 と 、
第 ２ の 接 触 面 積 に わ た り 可 動 な 第 ２ の 接 触 位 置 で 前 記 抵 抗 性 部 材 と 電 気 的 に 結 合 す る よ

う に 構 成 さ れ た 第 ２ の 導 体 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 導 体 は 、 前 記 第 ２ の 導 体 と 前 記 抵 抗 性 部
材 と の 間 の 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 を 変 更 す る よ う に 前 記 抵 抗 性 部 材 に 対 し て 可 動 で あ り 、 前
記 第 １ の 接 触 位 置 と 前 記 可 動 な 第 ２ の 接 触 位 置 と は 可 変 距 離 で 互 い に 離 れ て い る 、 第 ２ の
導 体 と

を 備 え た 可 変 抵 抗 デ バ イ ス で あ っ て 、
前 記 第 ２ の 接 触 位 置 と 前 記 第 １ の 接 触 位 置 と の 相 対 距 離 は 、 前 記 抵 抗 性 部 材 が 前 記 第 ２

の 導 体 に 沿 っ て 変 形 す る と き の 前 記 抵 抗 性 部 材 の 抵 抗 の 変 化 に よ っ て 決 定 さ れ 、 前 記 第 １
の 接 触 位 置 で の 前 記 第 １ の 導 体 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 ２ の 導 体 と の 間 で 測 定 さ
れ る 、 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 接 触 位 置 と 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 接 触 面 積 と は 、 前 記 第 １ の 接 触
位 置 で の 前 記 第 １ の 導 体 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 ２ の 導 体 と の 間 で 測 定 さ れ た 前
記 抵 抗 性 部 材 の 抵 抗 の 変 化 が 、 前 記 第 １ の 導 体 と 前 記 第 ２ の 導 体 と の 間 で 測 定 さ れ た 前 記
抵 抗 性 部 材 の 抵 抗 に お け る 並 列 パ ス の 抵 抗 成 分 の 変 化 と 実 質 的 に 等 し く な る よ う に 、 選 択
さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 抵 抗 性 部 材 は 、 外 部 境 界 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 接 触 位 置 で 前 記 第 １ の 導 体 と 接 触 し
、 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 で 前 記 第 ２ の 導 体 と 接 触 す る 外 部 境 界 を 有 す る 抵 抗 性 表 面 を 有 し 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 接 触 位 置 は 、 前 記 外 部 境 界 内 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ 前 記 抵 抗 性 表
面 の 前 記 外 部 境 界 か ら 離 れ て 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 は 前 記 抵 抗 性 表 面 に 対 し て 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 可 変
抵 抗 デ バ イ ス 。



　 　 【 請 求 項 ５ 】
　

　 　 【 請 求 項 ６ 】
　

　 　 【 請 求 項 ７ 】
　

　 　 【 請 求 項 ８ 】
　

　 　 【 請 求 項 ９ 】
　

　 　 【 請 求 項 １ ０ 】
　

　 　 【 請 求 項 １ １ 】
　

　 　 【 請 求 項 １ ２ 】
　

　 　 【 請 求 項 １ ３ 】
　

　 　 【 請 求 項 １ ４ 】
　

　 　 【 請 求 項 １ ５ 】
　

　 　 【 請 求 項 １ ６ 】
　
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】
　
　 　 【 請 求 項 １ ８ 】
　

　 　 【 請 求 項 １ ９ 】
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前 記 第 ２ の 接 触 位 置 は 、 前 記 抵 抗 性 表 面 上 で 前 記 第 １ の 接 触 位 置 に 対 し て 可 動 で あ る 、
請 求 項 ４ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 １ の 導 体 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 ２ の 導 体 と の
間 で 測 定 さ れ た 前 記 抵 抗 性 部 材 の 抵 抗 は 、 前 記 第 １ の 接 触 位 置 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 と の
間 の 距 離 の 増 加 と と も に 減 少 す る 並 列 パ ス の 抵 抗 成 分 を 有 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 可 変 デ
バ イ ス 。

前 記 並 列 パ ス 抵 抗 成 分 は 、 前 記 抵 抗 性 表 面 の 少 な く と も 一 部 の 上 に あ る 前 記 第 １ の 接 触
位 置 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 と の 間 の 距 離 の 増 加 と と も に 実 質 的 に 線 形 な 態 様 で 減 少 す る 、
請 求 項 ６ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 に お け る 前 記 第 １ の 接 触 面 積 が 一 定 で あ り 、 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 に
お け る 前 記 第 ２ の 接 触 面 積 が 一 定 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 が 前 記 抵 抗 性 表 面 の 中 心 領 域 に お い て 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ に
記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 ２ の 導 体 は 第 ２ の 導 体 表 面 を 含 み 、 前 記 抵 抗 性 表 面 と 前 記 第 ２ の 導 体 表 面 と の う
ち の 少 な く と も １ つ が 、 前 記 抵 抗 性 表 面 と 前 記 第 ２ の 導 体 表 面 と の 間 に 回 転 接 触 を 提 供 す
る よ う に 凸 状 の 湾 曲 表 面 を 備 え て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 ２ の 導 体 表 面 は 導 電 性 部 分 と 非 導 電 性 部 分 と を 含 み 、 前 記 第 ２ の 導 電 性 表 面 の 少
な く と も 一 部 に あ る 前 記 第 １ の 接 触 位 置 か ら の 距 離 の 増 加 に 比 例 し て 、 前 記 導 電 性 部 分 は
増 加 し 、 前 記 非 導 電 性 部 分 は 減 少 す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 か ら の 距 離 の 増 加 に 比 例 し て 、 前 記 導 電 性 部 分 は 徐 々 に 増 加 し 、 前
記 非 導 電 性 部 分 は 徐 々 に 減 少 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 抵 抗 性 表 面 と 前 記 第 ２ の 導 体 表 面 の う ち の 一 方 は 凸 状 の 湾 曲 表 面 を 備 え て お り 、 前
記 抵 抗 性 表 面 と 前 記 第 ２ の 導 体 表 面 と の う ち の 他 方 は 平 坦 な 表 面 を 備 え て い る 、 請 求 項 １
０ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 ２ の 導 体 表 面 は 、 外 部 境 界 お よ び 内 部 境 界 を 有 し て 環 状 で あ り 、 前 記 第 ２ の 導 体
表 面 の 前 記 内 部 境 界 は 、 前 記 抵 抗 性 表 面 上 の 前 記 第 １ の 接 触 位 置 か ら 離 さ れ て い る 、 請 求
項 １ ０ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 抵 抗 性 部 材 は 、 前 記 第 １ の 接 触 位 置 で バ ネ に よ り 弾 性 的 に 支 持 さ れ る 、 請 求 項 ９ に
記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 導 体 は 前 記 バ ネ を 含 む 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 導 体 は 電 圧 で 活 性 化 さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 と の 間 の 距 離 は 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に
記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 と の 間 の 距 離 は 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に
記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。



　 　 【 請 求 項 ２ ０ 】
　

　 　 【 請 求 項 ２ １ 】
　

　 　 【 請 求 項 ２ ２ 】
　

　 　 【 請 求 項 ２ ３ 】
　

　 　 【 請 求 項 ２ ４ 】
　

　 　 【 請 求 項 ２ ５ 】
　

　 　 【 請 求 項 ２ ６ 】
　

　 　 【 請 求 項 ２ ７ 】
　

　 　 【 請 求 項 ２ ８ 】
　

　 　 【 請 求 項 ２ ９ 】
　

　 　 【 請 求 項 ３ ０ 】
　

(3) JP 2003-500849 A5 2007.7.26

前 記 第 １ の 接 触 位 置 は 前 記 抵 抗 性 表 面 の 中 心 領 域 に 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載
の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 抵 抗 性 表 面 は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 導 体 と 可 変 に 接 触 し て 可 変 な 第 １ の 接 触 面 積
と 可 変 な 第 ２ の 接 触 面 積 と の う ち の 少 な く と も １ つ を 生 成 す る よ う に 変 形 可 能 で あ る 、 請
求 項 １ ８ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 抵 抗 性 部 材 は 、 抵 抗 性 表 面 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 接 触 位 置 で 前 記 第 １ の 導 体 と 接 触
し 、 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 で 前 記 第 ２ の 導 体 と 接 触 す る 抵 抗 性 表 面 を 有 し 、 前 記 抵 抗 性 表 面
は 、 外 部 境 界 と 、 前 記 抵 抗 性 表 面 の 表 面 積 の 平 方 根 よ り も 小 さ い 厚 さ と を 有 し て い る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 が 前 記 抵 抗 性 表 面 の 中 心 領 域 に お い て 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ ２
に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 に お け る 前 記 第 １ の 接 触 面 積 が 一 定 で あ り 、 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 に
お け る 前 記 第 ２ の 接 触 面 積 が 一 定 で あ る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 １ の 導 体 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 ２ の 導 体 と の
間 の 抵 抗 が 、 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 が 境 界 位 置 の 近 く へ と 接 近 す る ま で 、 前 記 第 １ の 接 触 位
置 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 と の 間 の 距 離 が 増 加 す る に つ れ て 最 初 は 減 少 し 、 前 記 第 ２ の 接 触
位 置 が 前 記 境 界 位 置 の 近 く へ と 接 近 し た 後 に は 、 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 が 前 記 抵 抗 性 表 面 の
境 界 に 到 達 す る ま で 、 前 記 抵 抗 は 増 加 す る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 は 、 前 記 抵 抗 性 表 面 の 境 界 に 配 置 さ れ る か 、 前 記 境 界 の 近 傍 に 配 置
さ れ 、 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 は 、 前 記 抵 抗 性 表 面 上 で 可 動 で あ り 、 前 記 第 １ の 接 触 位 置 で の
前 記 第 １ の 導 体 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 ２ の 導 体 と の 間 の 前 記 抵 抗 は 、 前 記 第 １
の 接 触 位 置 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 と の 間 の 距 離 の 増 加 と と も に 増 加 す る 、 請 求 項 ２ ２ に 記
載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 １ の 導 体 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 ２ の 導 体 と の
間 の 前 記 抵 抗 は 、 前 記 抵 抗 性 部 材 が 前 記 第 １ の 接 触 位 置 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 と の 間 の 延
伸 変 形 を 受 け る 場 合 に 増 加 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 １ の 導 体 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 ２ の 導 体 と の
間 の 前 記 抵 抗 は 、 前 記 抵 抗 性 部 材 が 前 記 第 １ の 接 触 位 置 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 と の 間 の 圧
力 を 受 け る 場 合 に 減 少 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 １ の 導 体 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 ２ の 導 体 と の
間 の 前 記 抵 抗 は 、 前 記 抵 抗 性 部 材 が 前 記 第 １ の 接 触 位 置 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 と の 間 の 温
度 の 上 昇 を 受 け る 場 合 に 増 加 し 、 前 記 抵 抗 性 部 材 が 前 記 第 １ の 接 触 位 置 と 前 記 第 ２ の 接 触
位 置 と の 間 の 温 度 の 下 降 を 受 け る 場 合 に 減 少 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。

前 記 第 １ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 １ の 導 体 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 で の 前 記 第 ２ の 導 体 と の
間 で 測 定 さ れ た 前 記 抵 抗 性 部 材 の 前 記 抵 抗 は 、 直 列 の 抵 抗 成 分 と 並 列 パ ス の 抵 抗 成 分 と の
和 に 等 し く 、 前 記 直 列 の 抵 抗 成 分 は 、 前 記 第 １ の 接 触 位 置 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 と の 間 の
前 記 距 離 が 増 加 す る に つ れ て 増 加 し 、 前 記 第 １ の 接 触 位 置 と 前 記 第 ２ の 接 触 位 置 と の 間 の
前 記 距 離 が 減 少 す る に つ れ て 減 少 し 、 前 記 並 列 パ ス の 抵 抗 成 分 は 、 選 択 さ れ た 第 １ お よ び
第 ２ の 接 触 位 置 と 選 択 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 接 触 面 積 と に 基 づ い た 予 め 設 定 さ れ た 所 望
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の 特 性 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 可 変 抵 抗 デ バ イ ス 。
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